
会長挨拶　稲葉　博之�

当たり前の事を、当たり前に�

1879回　12：30点鐘　東山荘・講堂�次回2月10日の例会�

国際�
ロータリー�
第2620地区�

“CELEBRATE  ROTARY”「ロータリーを祝おう」�

例　会　場／東山荘・講堂�

開 会 点 鐘／12：30�

国 歌 斉 唱 �

ロータリーソング／我らの生業�

内　　　容／世界理解月間に因んで�

　　　　　　国際奉仕委員会�

　会 員 慶 事�

結婚記念日�
★2月 3日　稲葉　博之君・さきこ様ご夫妻�
★2月 3日　内海　宣彦君・　良　様ご夫妻�
★2月 3日　勝間田太住君・恵　美様ご夫妻�
★2月 4日　小野　寛幸君・玉　枝様ご夫妻�
★2月 7日　戸栗　太平君・久美子様ご夫妻�

夫人誕生日�
★2月 8日　渡辺　　巌君 ご夫人 洋　子様�

連続出席�
★1月30日　橋本　喜市君（ 8年間）�
★2月 2日　根上　眞一君（10年間）�

 　本日は、オーストラリア９８１０地区ビクトリア州ボローニャより交換学生のムーア・ケリー

ルイスさんが１月２４日に来日し、本例会に来ておりますので、後ほどホームステイ先の

大庭健一郎君よりご紹介がございます。さて、土用といえばウナギや暑さを思い浮かべま

すが、今月の１７日は「冬の土用」の入りでした。明けると春の季節に入ります。来月の

２月４日が立春です。立春の前１８日間がこの期間です。真冬のウナギも栄養価が高くお

勧めの商品の一つでもあるでしょう。まだまだ寒さのピークが続き一年中で最も寒い時期

を、もう少し過ごさなければなりません。当地は何回か雪が降りましたが、静岡ではまだ

初雪の観測はありません。       �

　平年では、１月１８日が初雪の観測日だそうです。冬日とは最低気温が摂氏０℃未満の日を言いますが、ま

た霜日（しもび）とも言います。２３日までに冬日は６日間で平年の半分以下だそうです。また、真冬日は最高

気温が０℃未満の日をいいます。私達が感じる寒さは、気温だけでは決まりません。風が一メートル強まると、

体感温度は一度下がります。また、湿度は高いほど暖かく感じますが、１０度以下ですと逆に寒く感じるとい

います。       �

　体感温度というのは、体で感じた温度です。実際の温度と体で感じる温度は違っています。３６度の空気は

暑いのに、３６度の水とは冷たさが違うと感じるように、温度計で測った温度と体で感じる温度とは違います。

体にとって大切な、冷やしたり温めたりする力の違いも一緒にして感じているのが体感温度です。温度が低

くても、冷やす力が弱いときは冷たく感じ、冷やす力が強いときは、同じ温度でも冷たく感じるのです。       �

　このところ集団風邪で学級閉鎖をするところが多くなってきました。「ゴホン１０万、ハクション１００万」と

いうことばがありますが、風邪をひくと一回の咳で１０万個、一回のくしゃみでは１００万個のウイルスが空気中

にバラ播かれるといいます。風邪には充分に気をつけましょう。�



“ロータリー理解月間に因んで”�
情報委員会�

会員数� 出席者数� 暫定出席率�計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６３名� ５９名� ５４名� ９１.５３％� １００％�

●欠席者（5名）�
　梶原一正君・大森清治君・小野寛幸君・渋谷　一君・豊山　篤君�

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。�
○例会日/木曜日�
○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

○会　　　長/稲葉　博之�
○幹　　　事/高村　繁男�
○会報委員長/橋本　喜市�

1月27日の出席報告�

第2620地区�

第一話「ロータリーの徽章について」　　�
委員・水口正宏君�

　ロータリーの徽章が、現在のものに定着するまでに
は若干の変遷があったようです。初期の頃は、馬車の
車輪をかたどった簡素なもので、「文明と運動」を象徴
するものでした。シカゴRCの会員で彫刻家のモンタ
ギュー・M・ベアが１９０５（明治３８）年にデザインした
もので、多くのクラブがこれに少し手を加えたものを
徽章として採用していたようです。１９２２（大正１１）年
に国際ロータリーが設立されたときに、統一的な徽章
を正式に制定することが決まり、このときの図案が歯
車の形をしたもので、１９枚の輪歯と８本のスポークを
持つものだったようです。これに基づいて翌１９２３年に
定められたのが、２４枚の輪歯と６本のスポークを持つ
ものでした。その後この歯車に、楔穴がつけ加えられ
ました。この楔穴が無いと、歯車は車軸の力を伝える
ことができず、空転して遊んでしまうというのがその
理由です。この徽章の仕様は、テキサス州ダラスで開
かれた１９２９（昭和４）年大会で、色もロイヤルブルー
と金色を使うことに決められました。さらに、白地の
中心に、ロータリー徽章をあしらったものをロータリー
の旗とすることも決まったのです。今日、ロータリア
ンの襟元につけられている歯車のバッジは、全世界の
ロータリアンに共通のものであり、ロータリアンであ
ることの証しとして愛用されています。�
（Focus  on  Rotary参照）�
�
�
�
第二話「ロータリーの綱領」「四つのテスト」　　�

委員・内海宣彦君�
　綱領はロータリーの土台であります。現在の四つの
項目が定められている綱領は１９３５年メキシコシティー
の国際大会にて採用されました。それまでの経緯は、
１９１３年の国際大会にてロータリーの倫理に関する規定
が話題になりました。２年後の１９１５年のサンフランシ
スコの国際大会で１１ヶ条の倫理訓として採用されまし
た。       �
　また、この国際大会にて定められた綱領は六項目で
した。その後、１９５１年アトランティックシティの国際
大会において、再整備され現在の四項目の綱領として
採用されました。ロータリー運動には、一つの総合的
目的、一つの綱領しかありません。すなわち、「奉仕

の理想」を全ての会員に受け入れてもらうことです。
そして、「奉仕の理想」とは、他人を思いやり、他人
の為に役立とうとすることである、と定義されていま
す。さらに「超我の奉仕」「最もよく奉仕する者が最も
多く報われる」の２点はRIのモットーであり、綱領と
同等の重要性を持っています。       �
　１９５４年～１９５５年のテーラーRI会長が提唱したのが「四
つのテスト」です。この簡潔なテストは、奉仕の四部
門全てに適合するものであり、人生のあらゆる分野に
適合しています。       �
       �
第三話「御殿場ロータリークラブ設立まで」　　　�

委員長・長田吉弘君�
１９６６年９月２６日　白山ガバナーの沼津北RC公式訪問
に於いて、ガバナーと浅賀沼津北クラブ会長との会談
で御殿場クラブを誕生させることが決定される。�
１０月２日　御殿場在住の５名のロータリアン（橋本九
市君、鈴木栄蔵君、大庭健三君、小早川伝太郎君、橋
本三男君）がキーメンとして、設立に関し初会合を行う。�
１２月６日　東山荘に小林特別代表を招き、第１回設
立準備会を開催。�
１９６７年１月１０日　小林特別代表より、２月中に２４～２５
名を目標に会員候補者を決めるよう指示を受ける。       �
３月３日　第２回設立準備会を開催。  �
３月１４日　東山荘にて小林特別代表を囲み、会員候補
者出席のもとに御殿場ロータリー仮クラブ設立打ち合
わせ会を行う。参加２７名。       �
４月４日　第３回設立準備会を開催。       �
５月６日　第４回設立準備会を開催。       �
５月１８日　東山荘にて第1回模擬例会が行われる。       �
５月２５日　東山荘にて第2回模擬例会開催。       �
５月２６日　壽々喜にて設立総会打ち合わせ。       �
５月３０日　沼津北クラブよりテリトリー分割承認書を
受け取る。       �
６月１日　創立総会       �
１９６８年４月２１日　認証状伝達式。御殿場中学校屋内
体育館。�

1月13日のメーキャップ� 4名�

芹澤　正明君　1月19日　浜松北�

田代　博久君　1月13日　静岡東�

臼井　良太君　1月14日　裾　野�

渡辺　　巌君　1月14日　裾　野�

交換留学生のムーア・ケリールイスさん�

その他�


